
　複十字シール運動は、1952年に結核予防を国民の協力を得て
進めていこうという趣旨の下に始まりました。以来、全国の結核予防
会支部・婦人会と連携し運動を進めています。
　昨年、日本の結核罹患率が人口10万人あたり9.2となり、10を割っ
て結核中まん延国から結核低まん延国化を果たしました。しかし、新
型コロナウイルス感染症による受診控えや入国制限による外国出生
者の減少などが影響している可能性があるとも考えられています。
　2023年3月の世界結核デーのテーマ
は「YES!  We  Can  End  TB（イエス! 
ウィ・キャン 結核終息）」でした。結核は
人から人にうつる感染症です。結核ゼロ
を目指して、結核予防会は今後も結核制
圧の手を緩めることなく、国内外の活動の
強化に努めてまいります。複十字シール
募金への皆さまのご支援ご協力をお願い
申し上げます。
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Japan Anti-Tuberculosis Association (JATA)
【主催】  公益財団法人結核予防会
【後援】  厚生労働省／文部科学省／
　　　  公益社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会

https://www.jatahq.org

マ
ン
ガ
で

わ
か
る!

〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町1-3-12
公益財団法人結核予防会

お問い合わせ 複十字シール募金は、下記にて受け付けています。
どうぞお気軽にご相談ください。

0120-416864
(事業部募金推進課)

日本で結核がまん延していた昭和14年に設立された公益法人。設立以来、日
本と世界から結核をなくすための活動を続けています。

結核予防会とは

1904年にデンマークでクリスマスシールが発行され、その益金は結核に苦しむ
人々のために役立てられました。シールを使用した募金活動は世界に広がり、
現在も各国で行われています。結核予防会は1952年に最初の複十字シールを
発行。募金をいただいた方に差し上げる同シールには、健康を願うメッセージ
が込められています。シールをお使いいただくことで、運動の輪が広がります。

運動のはじまりと複十字シール

複十字章 　　は世界共通の結核予防運動のシンボルです

ごあいさつこちら『シールぼうや』!

結核のことに
詳しいんだ!

『結核』!?
それって大昔の
小説家なんかが
かかる病気でしょ?
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結核は昔の病気では
ないんだね。
結核のこと勉強になったよ。
さすがは何でも
“知ーるぼうや”だね!

それは違うよ!!! 
2021年には1万1,519人が
発病して、1,845人もの人が
亡くなっているよ
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昔、結核に感染した人が
発病せずに、高齢になって
免疫力が低下してくると、
発病することがあるんだ。

えっ？ 
『結核』は
今もかかる
病気なの!?
怖いわ！

なぜそんなに
高齢者が多いの?
現在は衛生状態も
いいのに

END

8/1●火  ～12/31●日
「複十字シール運動」実施!

あなたの愛が、結核のない世界を創ります。
結核をなくすための「複十字シール運動」に
ご協力ください。（募金は随時受け付けています） たすけあインコ

複十字シール運動
イメージキャラクター
シールぼうや シールちゃん
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結核のない世界をめざして!
「複十字シール運動」とは

【 2022年度募金報告 】

2023年度の複十字シール

現在は結核への関心が薄れているため、
普及啓発に重点を置いた活動を展開しています。

❶全国の協力団体を通じた啓発キャンペーン
❷結核予防婦人団体の講習会
❸ポスター・パンフレットなどの教育広報資材
の作成

問題1：×　問題2：○　問題3：11,519人　問題4：1,845人　問題5：×　問題6：〇 6ヵ月から9ヶ月間　問題7：○　問題8：1,060万人　問題9：160万人　問題10：○　問題11：○

【クイズの答え】

税の優遇措置

表彰制度

募金は、寄附金控除の対象となり、
税制上の優遇措置を受けることができます。

年間個人50万円、法人100万円以上の
募金をいただいた方に、結核予防会の規定により、
結核予防会総裁名の感謝状の贈呈がございます。

「複十字シール運動」は、結核のない世界をつくること
を目的に1952年に始まりました。結核予防会および全
国の協力団体が窓口となり、「複十字シール募金」を行
うとともに、結核への理解を深め、予防の大切さを世界
中に伝えるための活動を推進しています。募金は、主
に結核・肺がん・COPD（慢性閉塞性肺疾患）などの病
気予防の普及啓発、結核予防団体の支援・調査研究、
国際協力などに役立てられています。

“結核のない世界を実現すること”これは
人類共通の願いです。病気や複十字シー
ル運動への正しい理解とあなたの募金活
動が、その夢を大きく引き寄せます。

日本では、自分や大切な人を災いから守るため、「お守り」を身に着ける風習がありました。
今年度のシールは、災いから身を守る祈りを込めて「お守り」が描かれています。

募金収入　　    1億4,619万9,939円

事業費(諸経費除く) 1億890万2,631円

事業助成
2,219万
3,364円

調査研究
62万1,840円

国内で積み重ねてきた技術・知識・経験を活かし、
世界の人々を結核から守るために国際協力に取り組んでいます。

使途
内訳

普及啓発
4,776万
2,565円

国際協力
3,832万
4,862円あなたの理解と愛が、

人類の夢を引き寄せます。
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▲ ▲ 募金による主な活動地域
■アフリカ（ザンビア）  ■アジア（カンボジア・ネパール・ミャンマー）

J A PAN 日本での活動

WORLD 世界での活動

QUIZU Z

結核の今と未来を考えるクイズ

結核は、過去に流行した病気で、
現在は感染する心配がない。
※○か×で答えてね

日本では1950年代まで結核は
死亡原因の第1位だった。
※○か×で答えてね

2021年には、日本国内で
約[1,845人・845人]が結核で
命を失った。※［］の中のどちらか選んでね

2021年には、日本国内で
約[11,519人・1,519人]が結核を
発病した。※［］の中のどちらか選んでね

結核は、日本国内では
20代、30代の人が多く発病する
感染症である。※○か×で答えてね

2021年には、世界で
約[1,060万人・106万人]が
結核を発病した。※［］の中のどちらか選んでね

赤ちゃんの結核予防には
BCG接種が有効である。
※○か×で答えてね

結核は複数の薬を決められた期間
毎日飲めば治る病気である。
※○か×で答えてね

2021年には、世界で
約[160万人・16万人]が結核で亡くなった。
※［］の中のどちらか選んでね

2021年現在、結核は、世界の死因の第13位。
感染症の死因では新型コロナウイルスに
次いで多い。※○か×で答えてね

世界の総人口の約4分の1が、
すでに結核に感染しているといわれている。
※○か×で答えてね
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❶医療技術者に対する技術指導
❷患者さんを支えるボランティアの育成
❸出張健診の実施
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